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親愛なる同僚ロータリアンの皆さん
 
私たちはロータリー年度の折り返し点に立っています。そして
今こそが、自分たちのクラブの長所や短所を見直すときなの
です。奇妙な考えだと思うロータリアンもいらっしゃるかもしれ
ません。しかし、私たちそれぞれのクラブが実施している奉仕
活動やプログラムと、地区内あるいは世界各地に存在するほ
かのクラブの活動とが調和しているかどうかを知る方法はほ
かにありません。 
　だからこそ、1月にはクラブの役員だけでなく、すべてのロ
ータリアンが、それぞれのクラブの評価に参加するよう奨励
します。 

採点表をクラブ全会員で共有する 

2010－11年度会長賞プログラムはすべての奉仕部門に関
する採点表となるものとして立案されました。それは同時に、
ほとんどのクラブが実施している多くの奉仕活動やプログラ
ムのチェックリストでもあります。 
　各クラブの会長は、それぞれのクラブが会長賞に該当す
るかどうか、この採点表に必要事項を書き込み、2011年の3
月31日までにガバナーに提出するよう求められています。こ
の採点表は、文書で通知するか、例会で発表するかして、
クラブの全会員と共有されなければなりません。 

すべての奉仕部門にバランスの取れた活動を 

会長賞に関する作業を1月に始めるということは、3月31日の
締め切り前にクラブの活動の中から見つけた足りない点を
修正する機会を提供することにもなるでしょう。それは同時
に、すべての奉仕部門においてバランスの取れた活動をし
ているクラブのための、新しい「会長特別功労賞」を、今年
度、受賞できることを、クラブリーダーたちに知らせることにも
なります。 

 クラブの活動が本当に最善のものなのか 

今年度、私は、それぞれのクラブが実施していることや手順
が本当に最善のものであるのか、それとも単なる伝統的な
慣習にすぎないのかを見直すことを勧めています。自分の
クラブを毎年評価することは、まちがいなく最も効率的で効
果的な方法なのですから、例年以上に多くのロータリアンた
ちがそれぞれのクラブの評価に参加されることを求めてい
るのです。 
会長賞の採点表は、そのためのいい手がかりです。これ以
外に、私たちのクラブが、本当により大きく、豊かで、大胆にな
れるかどうかを知る方法があるでしょうか？

レイ・クリンギンスミス
2010-2011年度 国際ロータリー会長

2010-2011年度ＲＩ会長メッセージ
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GOVERNOR MESSAGE

謹賀新年
人生に成功をもたらす奉仕

2010-2011年度 ガバナー

米田 眞理子
Mariko Yoneda

謹啓　新春のお慶びを心より申し上げます。クラブ会長殿、
クラブ幹事殿にはご健勝で新しい年をお迎えのことと慶祝
に存じ上げます。私も２年ぶりに家族総出でハワイ・マウイ島
にて新春を迎えることとなりました。昨年は国際協議会に出
席しており、家族はハワイから合流しておりました。ガバナー
エレクト皆様の子供や孫たちは近隣のホテルで滞在し、会
議や晩餐会の後、一家団欒を楽しんでおりました。癒しの場
でもありました。

　さて１月は〔ロータリー理解推進月間〕であります。（Rotary 
Awareness Month）会員皆様にロータリーについて知識と
理解を一層深めてもらい､同時にロータリアン以外の、一般
市民にもロータリーのことをよく知ってもらうためのプログラム
を実施する月間です。そして今月はロータリアンがロータリー

運動への理解を深め推進する月間でもあります。昔はなかっ
た、この月間を嘆く先輩ロータリアンが多数おられます。各ク
ラブが自治権に基づいて入会させた良質な人たちばかりが
ロータリアンであり、入会の時点で充分に吟味しているならば
このような月間は必要ないと思われます。
　もし必要ならばロータリークラブ自体の質の低下がもたら
されるものとして嘆かれる諸氏が多いかと存じます。
　昨今ロータリークラブの多様化がＲＩの長期計画に上げ
られ、又ロータリーの奉仕哲学は深遠にして、行き着くところ
を知らず、「これでよい」と言うことはありません。「ロータリー
とは何か」を飽くなき追求を続けねばなりません。
　この地球をひとつの地域社会と考え、第一に、地球は人
類が生存するための唯一の天体であり、地域社会と考えら
れる。第二に、地球上における国民の永久的な繁栄は人々
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の相互の反映があってのみ実現される。第三に、現在地球
上に存在する人類が経済的・社会的に自立が出来るように
働きかけると言うことは先進国民に課せられた倫理的義務
と言えよう。それゆえにわれわれロータリアンは地球はひとつ
と言う考えで、地球もまたひとつの地域社会であると考えて
〔地域を育み　大陸をつなぐ〕と言う奉仕の理想を今年度も
尚一層実践していただきたいと考えます。

　さて今、第２６４０地区の大きな話題でもあります、ガバ
ナー指名について少し触れたいと思います。ガバナーの倫
理規範として、
①ガバナーは当組織の使命を推進するため、ロータリーの
職務において適用される法律および規定を遵守する。さら
に、私生活において行動する際にも、ガバナーはロータリー
の好ましいイメージを維持し、守るために、適用法を遵守す
べきである。
②ガバナーはＲＩの定款および細則の規定を遵守する。
③ガバナーは、ロータリー章典に文書化されているとおり、Ｒ
Ｉ理事会の定めた方針、規定を遵守する。これらの規定は
優れた組織運営を確実にし、倫理的なイメージを推進する
ことを目的としている。これらの方針を遵守することは、当組
織を守りつつ、これらの理想に対する固い決意を実証する
ことになる。
・・・等々倫理規範とロータリー章典を遵守することが第一義
的に求められています。

　新世代部門、青少年交換プログラムにおいてはホームス
テイ先での１５歳以上の犯罪歴を問うと言った厳しい現実
の中で、新世代へ倫理観の指導をするべきロータリアンの
在るべき姿が問われています。
　今、この職業倫理を外して日本のロータリー、そしてＲＩ第
２６４０地区の未来はありません。私たちは、今後どうやって
新しい、若い、また女性会員にこの２６４０地区のあり方を残
していけるのか？今こそ会員皆さんが、真剣に考えるべき時
なのです。ロータリー理解推進月間を機会に身近で起こっ
たことについてまず考えてみようではありませんか？
　あわせて今回ロータリー理解推進月間のためにロータ
リーの職業奉仕の歴史について田中毅２６８０ＰＤＧの了承
を得て、ロータリーの源流について掲載しております。ご一
読頂き又数々のご意見をお寄せ下さい。

GOVERNOR MESSAGE
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　明けましておめでとうございます
　
　ご家族お揃いでよいお年をお迎えになったこととお慶び申し上げます。
今年は卯年です。卯年生まれの多くの人は、共通して利口で、柔和で、愛嬌に富み、
温厚であたりが柔らかく、人に好かれるので、多くの友人、知人に恵まれるという素晴
らしい特徴を持っているとのことです。
ところで、ポールP. ハリスは生涯を通じ、また現在も連綿と続くこのロータリーに１２０万
人以上の多くの友人、知人に恵まれていると言っても過言ではありますまい。 そこで
ポール・ハリスの生誕１８６８年は卯年ではないかと暦年を調べてみますと、卯年の翌
年の辰年でありました。１８６８年（明治元年）4月１９日、米国ウィスコンシン州ミシガン湖
の南西岸の町ラシーンで産声をあげました。しかし、お母様のお腹の中で卯年の大半
を過ごしていますので、卯年の血が通っていると理解すれば少しこじつけ過ぎでしょう
か。

お父様はジョ－ジ・ハリスといいニューイングランド北部のバーモント州ウォーリングフォードに住んでいるハワード・ハリスの息子で、
ラシーンでドラッグ・ストアを経営していました。お母様はコーネリア・ブライアンといい、ラシーンの副市長ヘンリー・ブライアンのお嬢
さんでした。ブライアン家の方々は皆誇り高い人たちでありました。
お父様は祖父から店と住宅を建ててもらってドラッグ・ストアを経営しておりましたが次第に赤字経営となり、遂に１８７１年ポール・
ハリスが３歳のときお母様と小さい妹の２人をラシーンに残してお父様と兄セシルとポールと３人はウォーリング・フォードの祖父母
のところに引越しました。
そして、お父様は近くで再び商売を営むことにし、祖父がその経営をみることになり、ポールと兄セシルはバーモントの山あり谷あ
り農場ありという静かな自然の中で規律正しく、そして優しい祖父母の許で楽しく生活することになりました。　
ポール・ハリスは１０数年この町に住み、学校も高校の課程を終え、大学へと進学していきますが、その後、１９０５年（明治３８年）

ポールP.ハリス追悼記念週間に寄せて
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２月２３日に３人の友達とシカゴでロータリーの組織ができるまでの間、自分の信念に基づいて行動したことは、ポール・ハリスの
伝記物に書かれています。お読みになっている方が多いと思いますので割愛させて頂きます。
ここでポール・ハリスが書いた本の中に青春時代のおめでたい記事がありましたのでご紹介させて頂きます。
「ある冬の日のこと私はシカゴ郊外のロングウッド通りの尾根と呼ばれる丘の道を通りましたら大勢の子供たちが雪におおわれ
ていた丘の上から面白そうに滑っていましたのを見て、自分が子供のころニューイングランドで遊んだことが懐かしく思い出され、
もし自分も家を持ちようになったら、この丘の上に建てようかなと思いました。
　ところが意外に早くその時期がやってきました。それはシカゴプレアリークラブで田舎にハイキングに出かけたときのこと、可愛
らしいスコットランド生まれの娘さんと知り合いになりました。
　彼女は私の上衣のほころびを見つけて縫ってあげようかと言ってくれました。これが彼女にとっては運のつきだった訳で、私
はその後間もなく、彼女ジーン・トムソンを口説いて妻にしてしまいました。
　可愛いジーンと結婚したのは１９１０年（明治４３年）でしたが、その２年後にこの丘に家を持つことが出来ました。この家を私
たちはジーンが少女時代を過ごしたエジンバラ通りの名をとってカムリーバンクと名づけました。その後３０年間私たちが住んで
いた間、毎年冬になるとどこの家の子供も芝生の斜面を自由に滑って喜んでいた」と述べています。ただ残念なことにポール・ハ
リス夫妻は子宝に恵まれませんでした。
　そして１９４７年１月２７日にロータリーの創始者ポール・ハリスはカムリー・バンクの自宅で安らかに７８歳の生涯を閉じたのであ
ります。１月３０日小雪の降りしきる中で行われました告別式には、多くのロータリアンが参列し、チェスレー・ペリー、トーマス・ウ
オーレン、リチャード・へケドが弔辞を述べています。The Rotarian誌は３月にポール・ハリスの特集号を発行し、その中に、この３
人のロータリアンにグレン・ミードを加えて追悼文を掲載しています。
　ポール・ハリスの遺体は、シカゴ郊外のブルー・アイランドにあるマウントホープ墓地に埋葬されています。遺言によって、終生の
友でありロータリー運動の良き理解者だったシルベスター・シールの隣に眠り、その墓石には、ポール・ハリスが一生をその活動
に捧げたロータリーのマークが刻まれています。
(本稿の一部は、明石北ロータリークラブのホームぺージ並びにロータリー情報マニアルを引用させていただきました。)
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“Service, not self” “Service above self” については、Ｒ
Ｉ2680地区田中毅PDGが研究されておられます。田中PDG
は、2002年の正月にエバンストンのロータリー本部を訪れ、
その資料室で、B.F.コリンズのスピーチ原稿を入手され、こ
れまで発表されています。

下記は、田中PDGのHP「ロータリーの源流」の2002年1月
26日から2005年11月6までの「炉辺談話」に掲載されたもの
です。

Service, not self の新事実

“Service, not self”は、現在、第一モットーとして皆さまおな
じみの“Service above self”の原型となったものです。
このモットーができた経過については、従来、次のような説明
がされていました。
1911年、ポートランドで行われた第二回全米ロータリークラ
ブ連合会大会のエキスカーションとして、コロンビア川を遡る

クルージングが行われました。その船上で、創立まもないミネ
アポリス・ロータリークラブ会長のベンジャミン・フランクリン・コ
リンズが語った言葉が”Service, not self”でした。
　前日のアーサー・フレデリック・シェルドンの書簡に感激して、
“He profits most who serves best”をモットーとして採択
した直後でしたが、この“Service, not self”もこれに劣らず
すばらしいものだということで、モットーに採択されました。
　しかし、後日、この“Service, not self”は、自己を滅却して、
他人に奉仕するという極めて宗教色の強いものなので、自
己の存在を認めた上で他人に奉仕するという意味から
“Service above self”に変更されました。云 ・々・・・というもの
でした。
私は、2002年正月にOne Rotary Centerの資料室を訪れ
て、B.F.コリンズのスピーチ原稿を入手して、その内容を熟
読したところ、この“Service, not self”という言葉そのもの
に、現在の解釈との大きな差があることを発見して、愕然と
しました。
このスピーチの内容を分析すれば、Service, not self とい

ベンジャミン・フランク・コリンズの
スピーチ原稿について
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う考え方は、当時、会員同士に限定されていた相互取引を、
ロータリアン以外の人にも広げていこうということであり、「自
分一人で商取引を独占するのではなく、他の人たちにも分
け与える必要がある」という、He profits most who 
serves best に極めて近い考え方であることが判ります。
当時、会員同士の取引による物質的相互扶助がいかに激
しかったかは、1911年に発行された全米ロータリークラブ連
合会の会員名簿を見てもよくわかります。
ロータリアン同士の相互取引が原則であるが、ロータリアン
の店だけの取引では限界があるので、積極的にロータリア
ン外の人とも取引をすべきである。

田中PDGから頂いた原文を、私（成川）なりに翻訳解釈し、
ここにお届けいたします。

　私は、ミネアポリスRCが実践していた“Service, not self”
は、「従来、会員同士で行っていた取引を、会員の取引が増
えるように会員以外の人をも会員に紹介して、即ち、会員以
外の人のために会員を紹介したのではなく、会員同士で
行っていた取引を、会員の取引が増えるように会員以外の
人をも会員に紹介して、会員の事業が発展するように進め
て行った。」と解釈しています。

当時、「自分のために」ということだけを考え、「仲間のため
に」ということを考えない時代背景の中で、「自分のためだけ
ではなく、仲間のために」という考えを実践したと思われます。
シェルドンの“He profits most who serves his fellows 
best. ”と同じ考えだと思います。

このモットーが誕生した時の意味は、仲間を優先することで
ありましたが、ロータリーにおいて親睦を重ね、奉仕理念が
育っていく中で、このモットーは、ロータリーと共に発展・進化
し、全人類に対する素晴らしいモットー、“Service above 
Self”となったのではないでしょうか。

ベンジャミン・フランク・コリンズのスピーチ原稿
（翻訳：成川守彦）

The National Rotarian　Vol.Ⅱ　November, 11 No.1
「ミネアポリスにおける活動」
ポートランド大会におけるミネアポリスRC会長B.F. コリンズ
氏の即興スピーチ

会長、そしてお集まりの皆さん　―　昨日の午後、シアトル・
ロータリークラブのピンクハム氏が隣の席にいらっしゃいまし

てお話しする機会に恵まれました。私は、我 ミ々ネアポリス
RCがすすめております、メンバーにとって魅力あるそして有
益で為になるようなクラブを実現するための取り組みについ
て簡単にご紹介しました。するとピンクハム氏は、そのような
活動内容をこの会合で報告してはどうかと提案され、ハリス
会長からも、我々が取り組みを続けてきたその理念につい
て発表するようお招きを頂いたのです。
（コリンズが壇上へと促され、大きな拍手の中演壇へと進む）

ミネアポリス・ロータリークラブは、ハリス氏とシカゴクラブの10
名の会員のご尽力で1年前の１月に発足されました。発足に
あたり最初に着手したのは創立会員の候補者リストの作成、
そして月例会の開催の検討でした。しかし月例会について
はごく初期の段階において、期待していたほどメンバーの関
心を惹きつけることができないと判断される結果となりました。
そこでクラブ会長は理事会を招集され、クラブの全委員長
を招待しての昼食会において討議の場を設けられたので
す。徹底した議論の結果、毎週定例的に昼食会を開催す
ることが決定されました。当初は７月および8月の会合を中止
すべきだと我々は考えていたのですが、その頃には会合に
対する関心が非常に高まっており、参加者も多数に上った
ため、7，8月の会合を予定通り行うのが望ましいと判断し、開
催するに至ったのです。それ以来、金曜日に会合が中止さ
れたことは一度もありません。

　ロータリークラブの組織に属するということこそ、正しい一
歩を踏み出すことといえます。自分の利益だけを目的に、
ロータリークラブに参加しようとするならばその選択は間
違っています。ロータリークラブとはそのような場所ではない
のです。ミネアポリスRCの創設以来、信念として持ち続けら
れ忠実に守られ続けてきた理念、それは「無我の奉仕」
（“Service, not self”）なのです。
　
クラブメンバーによる運営で多くのミーティングが成功を収め
ている現在では、クラブへの関心を失わないためにと、わざ
わざ外部から精鋭を招待するに及ばない状況となっており
ます。もちろん例外的に礼儀を守る上でお招きすることはあ
りますが、我々の会合はあくまでロータリークラブの真の目的
を全うしようとするものであります。
成果を得るためには何が必要であるかという問題について
も、理事会また各委員長を交えて慎重に議論が取り交わさ
れ、そして答えとして導き出されたのは、「お互いにもっと良く
知り合おう」ということでありました。我 ク々ラブの友愛委員
会がこの案件を担当し、この線に沿って会員間の面識を深
めるためのアイデアを考案し、極めて満足のいく成果を得て
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おります。

　我々は毎週金曜日に昼食会を催しているわけですが、そ
こでは必ず翌週の昼食会のチケット販売担当者が指名さ
れます。次回昼食会のチケットは指名された会員の事業所
で販売され、各会員はチケット購入のため販売担当者の事
業所へ足を運ばねばなりません。しかし、そこでお互い面識
を持つようになり、また彼の事業内容についても知ることとな
るのです。この手法は、お互いをもっとよく知り合うための手
段として最も良い方法の一つであります。このシステムが提
案された当初は一部から反対の声も上がりました。「そのよ
うな時間の余裕はない。昼食会に出向くだけでも一時間半
も費やすことになるのに、チケットまで買いに走るとなると更
に時間がかかってしまう」というものでした。しかし、それに
対しては次のような回答がなされました。：もしあなたが、我々
のクラブが信奉する『無我の奉仕』という思想に恥じない生
き方をするのであれば、販売を請け負ったその人物の元に
足を運ぶのを厭わないはずである。以来、この手段によって
何ら問題もなく進んでおります。昼食会に参加するクラブの
90パーセントもの会員が、チケットを求めて彼らの事業所を
訪れ、そこでビジネス面でのサポートすることもよくあることで、
訪れた者は事業主のビジネスについて知るようになり、ロー
タリーの一端を深い印象をもって理解するに至るのです。

　クラブで、新たに会員資格が与えられる際、会合でその
対象者には議長席の右隣に席が設けられます。そしてある
タイミングで起立を求められ、彼の名前や事業分野につい
て議長から他の会員に紹介された後、2分程度で自らの事
業内容の説明をすることになります。会合の最後または解
散の直前には、友愛委員会の委員長が新会員の席に歩み
寄り、会員が出入りするドアまで案内します。会合が終了あ
るいは解散されると、議長はそこで新会員と他の会員同士
の正式な紹介を行うのです。握手を交わしたりまた談笑を
通して互いを知るようになり、そしてそれがクラブの絆を強
め、実質的な団結を生むのです。

　友愛委員会はこの他にも夕食会を催します。そこにはク
ラブの様 な々会員が提供するメニューが並べられ、献立が
決まるとそれに従い、我々が自分たちの事業所を通して手
配を行うのです。ローストビーフは食肉卸業を行う会員の事
業所から取り寄せられ、メニューには提供会社名が記載さ
れます。スープからデザートまでその一品一品がクラブの会
員の手により手配され、メニューについてわかりやすく説明
が補足されます。それらの夕食会も最も成功した会合のひ
とつでありました。その夕食会には全体の９５％もの会員が

出席したのではなかったかと思われます。

　また夜にも催しがしばしば行われました。製造業や卸売
業を営むクラブ会員が主催するもので、全会員が招待を受
けました。会員たちは昼食会を通じて主催者側の事業所に
訪れたことがあるお陰で、お互い和やかな夕べを過ごしまし
た。我々のクラブでは通常夜間に会合が開かれることはなく、
そのような催しが唯一の夜の集まりでした。毎週のように定
例会を開いてはいますが、夜に会合を持つことはまずない
のです。

　現在、私自身は果物の卸売業を営んでいるわけですが、
クラブに入会するお話を最初に友人であるスレッシャー氏
から頂いた時は、こう言ったものです。「善意の人たちの集
団なのはわかるが、そこに入会することが私にとってプラス
になるものかどうかはわからない。しかし喜んで入会させて
いただこう。」こんな具合に私は会員となったわけです。が、
ここで皆さんにお伝えしておきたいのは、私自身、それまでミ
ネアポリスの街中で何十回と出会い言葉を交わしたことの
ある人物とも、ロータリーを通して面識を深めることができた
ということです。これは私の人生の中で最も価値のある出来
事のひとつであり、今日の私のビジネスにとって大切な財産
となっております。

　我々のクラブが発足してしばらくたっての出来事です　
―　我々はクラブ会員としてある食料品店を贔屓にして利
用していたのですが、一方で、クラブ会員全員がその食料
品店のみを利用するというのは、ほとんど不可能に近いとい
うのが現実でした。それぞれの会員の住まいの近所にも食
料品店があり、もちろんそちらの方が便利で、なくてはならな
い店舗でもあるのです。
ある日、息子が私のところにやってきて言いました。「父さん、
今日、某さん（食料品店の店主）が家に来て、うちと取引をし
てはどうかとロータリーの会員に勧められたと言っていた
よ。」それを聞き私はそのメンバーに電話をしました。「取引
先を紹介してくれて恩に着るよ」と感謝の気持ちを伝えたの
です。彼の返事はこうでした。「実はちょうど金ができたもん
だから、まとまった支払いをしたんだ。すると店主が喜んで、
何でも望みを聞こうと言いだした。そこで君と取引をするの
はどうかと提案したのだよ。」
それ以来、私はその店主との取引を続けています。あの時
もしも私が与えられた機会を活かすことをしなければ、それ
は私自身の過ちなのです。しかし、もしも私の提供する商品
やその値段、サービス自体が取引先の意に沿うものでな
かったとすれば、それは紹介者であるロータリーの仲間の
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せいではありません。
それ以来近隣の食料品店から「誰々からあなたの話を聞き、
是非会うようにと言われたのだが」と言って何人もの店主が
私の元にやってきたものです。ロータリークラブの仲間、１７８
名の仲間に出会えたことは言葉では言い表せないほどの
幸せです。仲間たち全員が、機会を見つけては力になろうと
してくれるのですから。

　我 ミ々ネアポリスには「広報クラブ」というものがありまして、
ミネアポリスに存在するクラブの中でも最大の会員数を誇っ
ています。言ってみれば「ミネアポリス後援会」のようなもの
です。誰もがそのクラブに所属しており、実際ロータリークラ
ブからも99％ もの会員がその中に名を連ねております。
そして2週間ほど前になりますが、ロータリークラブのあるメ
ンバーが広報クラブの会長を我々の会合に招待したのです。
会長がお見えになったので、お言葉を頂こうと時間を設けま
したところ、彼はこう始めました　―　「私は皆さんに白状し
なければならないことがひとつあります。このロータリークラ
ブが発足された当初、私は創立会員として名簿への登録を
済ませておりました。しかし考えあぐねた挙句、クラブとして
の活動は制限的でビジネスとして効率的でないように当時
の私には思われ、賛同する気持ちが持てず、それ以来クラ
ブに参加したことはありませんでした。しかし皆さん、私は発
足からの皆さんの活動を拝見し、現在のクラブの姿を存じ
ております。皆さんは実践の集団です。創立会員として登録
を行ってからクラブに参加しなかったことこそ私の人生の不
覚であったと悔やんでおります。」ここにいらっしゃる議長も
ご記憶かと思いますが、創立総会において、ロータリークラ
ブの意味を誤って解釈していたある人物が、クラブの理念
を批判する発言をしたのです。それにより、ロータリーの掲
げる思想が誤解のうちに捉えられるという結果を招いてし
まったのです。会長は、自ら入会待機リストに名前を登録し、
機会に恵まれればいつでも会員になりたいと希望されてお
ります。

　我々はまた、会員の除籍に関する規則を設けております。
定例会を3回欠席した時点で調査が必要であると判断され、
欠席者による理事会への正当かつ適切な理由説明が行わ
れなければ、会員者名簿から除名されることとなります。こ
れまでもやむなくこの罰則を行使したことが2度ありましたが、
どちらの場合も、結果としてはクラブにとって有益にはたらき
ました。待機名簿に登録している入会するにふさわしい人
物がおりましたし、その機会に入会した会員は定期的に会
議に参加しております。

　我々の会合ではほとんど毎回のように、誰かが席を立ち
次のような発言をします　―　「某氏が、私のためにご尽
力して頂いた事に感謝いたします」。反対に、創設以来、会
合で聞かれたことがないのは「私は誰々のために何 を々し
てやった。」という発言です。我々のクラブではそのようなこと
は言及されないかわりに、何十名もの会員が、取引の紹介
をしてくれた仲間に対する感謝の言葉を述べるのです。つ
い2週間前には、不動産業を営む会員が席から立ち上がり、
こう述べました　―　「皆さん、某氏が私のために取引先を
ご紹介下さいまして、おかげで8,000ドルを超える売り上げを
おさめることができました。彼からの紹介がなければ、このよ
うな売り上げの見込みは到底ありませんでした。」このような
ことはメンバー間では日常茶飯事なのです。

　クラブでは家族（house）委員会が設置されておりまして、
昼食会の運営をすべて担当しています。我々の昼食会はラ
ディソンホテルで行われます。ご利用された方ならお分かり
の通り、国内でも有数の高級ホテルです。我々の会合はそ
のようなアメリカ国内でも最も素晴らしいホールを使用して
開催されるのです。会合に関する事項は家族委員会にか
けられ、彼らの手によりすべての準備が整えられます。会合
当日には手配された食事が持ち込まれ、我々のテーブルに
運ばれるばかりということになります。こんな具合に、会合自
体、非常に効率よく進行されております。

　　我々は会員同士の友愛の精神を大切にしています。
そんなクラブとして誇りに思えるエピソードを最後にひとつご
紹介させていただきましょう。入会して半年にも満たないある
会員が、公開会合で立ち上がり、こう言いました。「皆さん、
私はこの街に存在する友愛主義を謳った様 な々組織に所
属しております。それらの組織に何年も籍を置く中、ロータ
リークラブにこの半年間参加したわけですが、ここでは私が
他の組織を通して出会った以上の方々から隔意ないお付き
合いを頂きました。私は妻に、もし私に万が一のことがあり助
言や手助けが必要となったら、その時は他でもないミネアポ
リス・ロータリークラブの門を叩くように、と言ってあるので
す。」
これこそが我 ク々ラブが象徴する精神なのです。
　無我の奉仕 “Service, not self” 
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ロータリーの理解とは、手続要覧を熟読しなさい！たった２７０ページですよ！！１日１ページで２７０日・

ロータリーに入会して一読した方は・・・はたして何名ぐらいでしょう・・・私は２０年ぐらい前に地区協

議会・幹事部門のインストラクターを拝命した時とガバナー・ノミニーを拝命した時です。２００３～

０４年度のガバナーですから、その後手続要覧は２回変わっています。今回は規定審議会に出

席する為に、手続要覧を仕事で首っ引き・面白いものではありません。これもロータリー理解の一

面でしょう。まず定款が三年毎に変わる・可能性があると言うこと、（大体少しづつ変わってます・

最近はRIの分担金は必ずふえてます・手続要覧P１０９～１１６）扨むづかしい事は、さておき私の

入会時を、振り返ってみます・・私は１９７０年１月９日に和歌山南RCに入会を許されました。その例

会時に多分情報委員の方だと記憶していますが、こられ今貰った資料に手続き要覧があるから、次週からそれを持って３０分

早くきてください。と言われ７週にわたって講義を受けたのを覚えてます。いれて頂いた感覚ですから疑わずにうけました。（なん

でも・最初が肝心・情報委員長さん）最近はクラブ独自の説明書で２回ぐらいになってます。鉄は熱いうちに打てと言われるように

入会時が大切でしょう、まず例会の出席…２年ぐらいは　推薦者の動きが大事・・・それと新入会員の例会での出番を・・私のクラ

ブでは親睦委員会に所属していただき例会の出迎え・ゲスト・ビジターの紹介等してもらいます。行事催しに積極てきに参加して

貰うも必要です。もうひとつIDMの活用です･本年度は年間７回のIDM(昔のファイヤーサイド・ミーテイング)を計画前半で４回８

～１０名の組合せで大体夜一杯のみながらロータリーを論じてます。クラブでは年に１度・・万葉集で有名な片男波海岸の清掃

を・少年野球・少年柔道・インターアクト・青少年交換学生・交流している施設のこども家族・ロータリーファミリーの方々でやります

が・参加してくれた皆さんのまえで、当クラブの会長は・世の中にはゴミを捨てる人・今日の皆さんのように拾う人・・とありますが私

どもロータリー・クラブは拾う人を増やす(これも大事です)より･捨てる人を減らす方向で運動してます。結局は会員一人･一人

のロータリーに対する心のもち方と実践するかしないかにかかってます。

ロータリー理解推進月間によせて
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新入会員紹介 NEW ROTARIAN



訃報
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小幡　淳美 様
(田辺RC)

2010年１1月２０日 死去

１９32年9月29日生

川口　杲 様
(和歌山RC)

２０１０年１2月04日 死去

１９10年10月10日生

児玉　悦男様
(和歌山北RC)

2010年１2月07日 死去

１９55年10月01日生



訃報

13

矢野　秀治 様
(泉佐野RC)

2010年11月16日 死去

1920年2月29日生

田幡 茂美 様
(堺フェニックスRC)

2010年11月08日 死去

1923年02月21日生
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ＰＨＦ・ベネファクター（11月分）
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米山功労者（11月分）
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1月号、お届けいたします。
今月号にもご多忙の米田ガバナーの俳句が掲載されています。皆さんもご投稿を。

ロータリーの友編集委員会　地区代表委員　岡本勝士

①　2010－11年度　地区大会略報　横組みＰ28
当地区の地区大会が紹介されています。米田ガバナーが現況報告の締めくくりとして話され
た「皆さまのクラブがこの現状を踏まえて、これを機に、ますます大きく、豊かに、大胆になられ
ることを祈念します」を受けて皆さまのクラブはどのような活動を？ＲＩ会長は今月号で『評価の
とき』とメッセージを送られています。大胆にＲＩ会長賞に挑戦しませんか。

②　俳壇―――縦組み　Ｐ12
一人住む母も新米炊く頃か　　（堺フェニックスＲＣ　　米田眞理子）

③　柳壇―――　縦組み　Ｐ12
方言に魅せられる旅腹いっぱい　（新宮ＲＣ　塩崎公治）
内側の騒ぎ気になる塀の外　　　　（大阪金剛ＲＣ　井出胡蝶）

④　バナー自慢　
有田南ＲＣバナー　―――　縦組みＰ14
堺西ＲＣバナー　　―――　縦組みＰ15　　　　　　　　

⑤　ロータリー　アットワーク
写真展でロータリーを広報　――――　有田南ＲＣ　　縦組みＰ24

地区関連の記事

『ロータリーの友』地区だより THE ROTARY-NO-TOMO
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縦組み記事

横組み記事

①　ＲＩ会長メッセージ　評価のとき　ＲＩ会長　レイ・クリンギンスミス　Ｐ1

クリンギンスミスＲＩ会長は、ロータリー年度の折り返し点に立っている今、自分たちのクラブの長所や短所を見直

すときだと、そして、採点表をクラブ全会員で共有してほしいと述べられています。「2010－11年会長賞プログラム」

について、その申請に関する作業を1月に始めることの意味について語っています。また、新しい「会長特別功労

賞」についても紹介しています。

②　特集　ロータリー理解推進月間　　　　故きを温ね新しきを知る　P5～19

シェルドン……忘れ得ぬその名　Ｐ8-12

第2標語「最もよく奉仕するもの、最も多く報いられる」は、どのような背景で生まれたのか。その言葉の生みの親、

アーサー・シェルドンについて勉強しましょう。

①　ＳＰＥＥＣＨ　　日本の心　Ｐ2-6

（社団）日本ユネスコ協会連盟会長　松田　昌士

『日本人はもう一度、自分の周りを振り返ってみる、ということをしなければいけません。世界の中の日本といっても、

それは言葉だけで現実にはあり得ない、と思っています。日本人の言うことに耳を傾けてくれる人が、だんだん少な

くなってきているのを実感します』

と訴えるにあたり、具体的な現実を話されています。そして、教育の大切さを。

②　この人、この仕事

自分の目に見えるところで人の役に立つ仕事　P7-9

弁護士　本田　悟士　熊本グリーンロータリークラブ

２９歳のロータリアンである本田弁護士、「クラブに所属していると、職業奉仕、社会奉仕の訓練が自ずとできる。・・・

・・・・『偽善』を繰り返すうちに本当の『善』ができる気がする」と述べられていますがみなさんは？

『ロータリーの友』地区だより THE ROTARY-NO-TOMO



 
 
 
 
 

11 月までの寄付金は前年同期と比べて 4.3％増、約 2,600 万円の増加となりました。普通寄付

金が 0.3％増、特別寄付金が 6.4％増と、普通・特別寄付金とも増加のまま推移しています。し

かし単月で比較しますと、直近 10 年の間で一番低い数字となりました。 

12 月は例年であれば特別寄付金が一番多く納入される月です 今年も残りわずかとなりまし

たが 多くの留学生を支援するために引き続きご協力賜りますよう よろしくお願い申し上げます  

今年で 7 回目となるガバナーエレクト・次期地区米山記念奨学委員長合同セミナーが 12 月 8

日・9 日、都内で開かれました。1 日目は、2011-12 年度のガバナーおよび地区米山委員長を対

象とし、米山奨学事業の意義を実感していただき、理解を広げる成功事例が紹介されました。2

日目は地区米山委員長を対象に、寄付増進につなげるためのより実践的な情報交換がなされまし

た。また、1日目夕方は、田中作次ＲＩ会長ノミニーを迎えての懇親会が開かれました。 



 

米山学友を中心に設立された国内初のロータリークラブ、東京米山友愛ＲＣが 11 月 27 日、初
の本格的な奉仕活動として、外国人留学生対象の就職相談会を開催しました。会場となった電気

通信大学の学生や首都圏の大学・大学院に通う米山奨
学生・学友など、就職を控えた 37 人の留学生が参加。
日本で就職した米山学友らもボランティアで協力し、
会員とともにグループディスカッションに加わって、
学生たちからの相談や質問に応じました。参加した学
生からは、「いろいろなアドバイスが聞けてとても良
かった」「進学か就職か迷っていたが、解決できた」
「就職活動において留学生ならではのアピールポイ

ントが役に立った」と好評で、次回開催要望の声が多く聞かれました。 
この企画の発起人で同クラブ会員のワンマニ チャンニャケムさん 右写真
ラオス／2006-08／東京府中ＲＣ）は、「自分自身、学生の時に欲しかった企
画でした。これからも学生と社会人の先輩との出会いの場をつくり、考える
きっかけを提供していきたい。留学生への支援は、いろいろな国籍、留学経
験をもつメンバーが集まるこのクラブならではの奉仕活動。クラブ独自の強
みを生かし、さらに発展することにもつなげていきたい」と語りました。 

1927 年、韓国で最初に創立されたソウルＲＣは、ソウルで唯一、英語を公用
語とする国際色豊かなクラブです。今年 7月、このクラブの会長に、米山学友
の白
ペク

哲
チョル

鎬
ホ

さん（1989-91／横浜鶴見西ＲＣ）が就任。白さんは、鶴見大学歯学
部博士課程在学中に米山記念奨学生となり、91 年に学位取得。現在は矯正歯科
医院院長として活躍しています。  

 

 

 
 

 

（財)ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3F

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

編集担当：野津
の づ

・峯
みね
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話
や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホーム
ページでPDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　
以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

◎「例会の充実はクラブ会員による卓話から」　上野 操　2010　1p　（D.2580）

◎「ロータリーは、新世代を育む場」　辰野克彦　2010　1p　（D.2750）

◎「2010年から活動を開始するロータリー・コーディネーター」　村上勘一　2010　1p　（D.2540）

◎「職業奉仕はロータリーの根幹」　瀬下龍夫　2010　1p　（D.2550）

◎「『論語と算盤』と職業奉仕」　飯村愼一　2010　1p　（D.2550）

◎「職業奉仕月間にあたり」　圡屋亮平　2010　1p　（D.2790）

◎「職業奉仕月間によせて」　関原亨司　2010　1p　　（D.2800）

◎「出席義務を考える－ロータリー簡単図解その９」　鈴木章夫　2010　1p　（D.2520） 

◎「国際インナーホイールへの入会の勧め」　鈴木俊幸　2010　1p　（D.2510）

◎「愈々次年度からＧＳＥと青少年交換が始まる」　山﨑 勝　2010　1p

 ［上記申込先：ロータリー文庫（コピー/ PDF ) 

文庫通信 BUNKO TSUSHIN
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これまでとは違う斬新な決定が行われた今回の理事会は、「ロータリーの歴史に残る1週
間となるだろう」、とレイ・クリンギンスミスRI会長は語りました。
RI理事会は、11月会合において、RI長期計画の優先項目と目標を強化するための数々の
提案と決定を行いました。これらはすべて、ロータリーを活気あるものとし、若い世代の会
員や入会候補者を引きつけることを目的としています。
「理事会会期の1週間を戦略計画に費やした結果、理事会は、これまでとは違う斬新な決
定を下すにいたりました」と、レイ・クリンギンスミスRI会長は話します。
今回の理事会の決定（一部）：クラブ強化に向けた柔軟性をもたらすため、例会出席、例
会のオプション、会員終結に関するRI方針を改正することに同意。RI定款と標準ロータリ
ー・クラブ定款を改正するため、2013年規定審議会に立法案を提出。

「公共イメージと認知度の向上」という優先項目を推進するため、2011-12年度から少なくとも3年間は、広報補助金に
年間400万ドルを配分。
会長賞の代わりとなる新しいロータリーの年次賞を2012-13年度より創設することを支持。この新設賞は、クラブとRIの
長期目標と関連した会長目標を達成したクラブに贈られる。
地区とクラブの奉仕活動を支援し、「人道的奉仕の重点化と増加」という優先項目を助長するため、RIプログラムを「
リソースとサポートのモデル」へと移行させる。  
I長期計画の「ビジョン声明」に代わり、ロータリーとは何か、ロータリーとは何をするのかを、より現代的な言葉でわかり
やすく説明した「ロータリーの本質」の文章を承認。
会員の多様性と勧誘の向上を目的として、7月1日より、4つの新しい試験的プログラム（準会員、法人会員、衛星クラブ、
革新性と柔軟性のあるクラブ）を実施。200のクラブに試験への参加が認められ、試験期間は3年間となる。
100を超えるクラブおよび4千人を超える会員を有する地区に対し、2012年7月1日より、2～3地区に分割して新地区を
編成するよう奨励。

長期計画委員会は、活発で積極的な会員を生み出す組織づくりを目指すため、数々の変更を理事会に提案しました。「ロータリ
ーは、例会出席を重視する文化から、参加を重視する文化へと転換を図らなくてはならない」と長期計画委員会の委員長を務
めるスチュワート・ヒールRI理事は述べています。「今後10年間に、ロータリーの文化は革新性にあふれたものとなり、引き続き世
界中で奉仕が行われていくと、私は信じています」

RI理事会が長期計画の優先項目と目標を強化

インターネット速報 NEWS
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堺フラワーRC 認証状伝達式
2010年12月15日 全日空ゲートタワーホテル大阪

12月行事報告 Report 2010/12
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インターアクトクラブ 海外研修
2010年12月26日-29日 韓国 釜山・蔚山 国際理解の旅

12月行事報告 Report 2010/12
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１月　ロータリー理解推進月間（Rotary Awareness Month）

2010-2011年度 12月行事予定表
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2010年11月 出席報告





ロータリー理解推進月間に因んで
〔ロータリーの源流〕　

新年増刊号特別資料



 

 
今、世界中の奉仕クラブは大きな危機を迎え
ています。組織として存続するためのサバイバ
ルを賭けていると言っても過言ではありませ
ん。 
日本のロータリークラブは衰退の一途を辿
っており、実は 2000 年からこの 10 年間で 50
のクラブが消失しています。  
ロータリークラブは企業の経営者で構成さ
れている関係上、100 年に 1 度の経済危機が叫

ばれている昨今、いかに健全な企業経営をするかが、もっとも重要な問題となってきます。  
職業分類を貸与されて、業界の代表としてロータリークラブに入っている以上、自らの事
業を健全に経営していくことがロータリアンの務めです。ロータリアンは経営者の集団で
すから、経営学を抜きにしてロータリーを語ることはできません。 

そこで今日は経済システムの変化とロータ
リーの職業奉仕について考えながら、どのよ
うにしてこの危機を克服して、21 世紀後半に
向かって事業を発展させ、輝かしいロータリ
ーライフを継続させるかについて考えてみた
いと思います。 
 最初は 4 人で出発したロータリー運動も、
100 有余年の年輪を重ねて今や 120 万人を擁
する大きな組織にまで発展しました。しかし

その間、決して順調な発展を遂げたわけではなく、何回も大きな危機に遭遇しながら、先
達の弛まぬ努力の積み重ねによって、その危機
を回避しながら今日に至りました。そこで今回
はその歴史を紐解きながら、ロータリーがどの
ようにして幾度として訪れた危機を克服しな
がら現在にいたったか、さらに今訪れている危
機をどのように回避したらよいのかについて
話を進めてしきたいと思います。 
ロータリーが創立された当時は、いかにして

ロータリーは決して順調な
発展をとげたわけではない

何回となく大きな危機を
乗り越えながら
現在に至った

シカゴの時代背景
成功を夢見た人たちが集まった、無法と腐敗の街
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況で国内に目を向けざるを得なくなり、世界での影響力を失って世界は多極化迎え、小国
家分立を経て徐々に国家の機能が失われていくと述べています。そして自由競争に打ち勝
った世界的規模の巨大企業のみが生き残り、その集団が社会保障、経済、軍隊をコントロ
ールする時代が出現するであろうと予測しています。  
その優良企業集団に属さない下層階級の 50 億人が貧困や飢餓や疾病から逃れようして、
破壊や武力闘争につながって、結果として各地で多発的に紛争が起こり、市場を大きく混
乱させたり、テロによって破滅に追いやる危険性を指摘しています。 
もしも、その時期に前述の新資本主義が世界経済を支配していれば、利益をめぐる争奪
戦が激化して、地球は間違いなく破滅への道を歩んでいくでしょう。その悲劇的な結末を
さけるために、かつて資本主義の弱肉強食の経済戦争を、シェルドンの未来を先取りした
経営理論で抑止したように、ロータリアンがトランスヒューマンとして超民主主義によっ
て地球を守っていかなければなりません。ちなみにトランスヒューマンとは知能的にも肉
体的にも道徳的にも最も進化した未来の人間像を現し、他人のことを思い遣り他人のため
に尽くす調和を重視した経済社会を構築すると定義されており、まさにロータリアンを指
す言葉ともいえます。  
ロータリーのHe profits most who serves best と Service above self の理念こそが、脆弱
な地球と、限りある資源を次の世代に渡すための、貴重な存在意義であり、ロータリアン
が地球の未来を支えるトランス・ヒューマンとなることを祈念いたします。  
 

2680 地区 PDG 田中 毅


